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日本政府と NGO とが共同で国連に提案し、「国連 ESD の 10 年」として 2005 年から 10 年
間続いてきたもので、持続可能な社会の担い手を育てる教育・学習を目指すものです。 
 そうした中で、立教大学 ESD 研究所（前身 ESD 研究センター）は 2007 年に、日本初の






 また、2015 年から文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業「ESD による地域創
生の評価と ESD 地域創生拠点の形成に関する研究（研究代表者・阿部治）」の支援を受け
ながら、「ESD による地域創生評価検討会」を、研究プロジェクトメンバーと幾つかの自治





 今回、本自治体会議の名称を、「ESD 自治体会議」から「ESD・SDGs 自治体会議」に変
更した（前回の名称は「第 1 回全国 ESD 自治体会議・フォーラム」）理由は、ESD が SDGs
を進めていくために不可欠であり、両者は相互に密接につながっているためです。日本の
ESD の特徴は、学校教育はもちろん、地域づくりとしての ESD に取り組んでいることに
あります。ESD は SDGs の第 4 目標：教育と生涯学習の 7 番目の目標（4・7）に掲げられ
ていますが、現在はそれに限らず、SDGs の 17 目標すべてにおいて必須のエンジンとして
注目されています。国連機関として ESD を主導しているユネスコは、ESD 推進のグロー
バル・アクション・プログラム（GAP）を昨秋改定し、昨年末の第 74 次国連総会において
ESD for 2030 を決議しました。今後 SDGs 推進に向けた ESD の役割はますます期待され
ていきます。特に危機的状況に直面している気候変動問題において、ESD の役割は極めて
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大きいと言えます。人づくりに関わる ESD が、SDGs の 17 目標全てを貫いているのです。 
 本会議では、ESD 先進自治体の首長・教育長や職員、そして ESD・SDGs に取り組む省




牟田市教育長、宮城県気仙沼市教育長の 4 名から、ESD・SDGs をどのような思いで進め
ているのか、現状及び課題と、それに対する ESD を含めた地域創生の取り組みについて具
体的なアイディアと施策が紹介されました。 
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